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地
方
交
付
税
　
地
域
に
よ
っ
て
地

方
税
の
収
入
額
に
差
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
財
源
の
均
衡
化
を
図

る
た
め
に
、
国
税
の
う
ち
所
得
税
、

消
費
税
な
ど
か
ら
一
定
割
合
の
額

を
国
が
交
付
す
る
税�

繰
入
金
　
特
定
の
目
的
の
た
め
に

積
み
立
て
て
い
た
資
金
を
取
り

崩
す
こ
と�

村
債
　
村
の
借
入
金�

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
　
村
が

事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や
県
が

事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
お
金�

地
方
譲
与
税
　
本
来
は
地
方
税
と

し
て
徴
収
す
べ
き
税
を
、
課
税

方
法
な
ど
の
理
由
か
ら
、
い
っ

た
ん
国
が
徴
収
し
そ
の
後
村
に

譲
与
す
る
も
の�

公
債
費
　
借
入
金
の
返
済
金�

　
平
成
19
年
度
の
玉
川
村
予
算
が
、

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ
り
も

９，
１
０
０
万
円
多
い
30
億
１，
９

０
０
万
円
と
な
り
、
特
別
会
計
を

含
め
た
総
予
算
額
は
、
53
億
２，
１

０
８
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

���

　
収
入
で
最
も
多
い
の
は
地
方
交

付
税
で
、
前
年
度
よ
り
も
１，
０

０
０
万
円
多
く
、
全
体
の
37
・
７

％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
次
に
多
い
の
は
村
税
で
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
３，
３
３
２
万

円
多
く
な
り
、
全
体
の
22
・
９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
村
の
借
入
金
で
あ
る
村
債
は
全

体
の
９
・
３
％
を
占
め
、
前
年
度

よ
り
も
８，
３
９
０
万
円
多
く
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
繰
入
金
も
前
年

度
よ
り
７，
０
０
２
万
円
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。�

���

　
支
出
で
最
も
多
い
の
は
、
借
入

金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
で
、

前
年
度
よ
り
も
１
億
１，
５
３
８

万
円
多
く
、
全
体
の
21
・
９
％
を

占
め
て
い
ま
す
。�

　
次
に
多
い
の
は
民
生
費
で
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
２
５
４
万
円
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
体
の

16
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次

は
衛
生
費
で
全
体
の
14
・
３
％
、

総
務
費
の
13
・
３
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。�

歳
　
入�

歳
　
入�

歳
　
出�

歳
　
出�

用
語
の
解
説�
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予算総額は23億208万円�

歳入�歳出�
国民健康保険税�
3億434万円�

その他 51万円�
県支出金 3,463万円�繰入金 4,081万円�

その他 0.7万円�

その他 3万円�

諸収入 0.2万円�

その他 100万円�予備費 10万円�

予備費ほか 10万円�

総務費 2,116万円�

財政安定化基金拠出金 27万円�予備費 79万円�
地域支援事業費 415万円�
地域総合相談事業費�
450万円�
総務費�
673万円�

その他 3万円�

繰入金 5,282万円�諸支出金 0.6万円�
県支出金�
5,282万円�

医療諸費�
6億3,927万円�

国庫支出金�
2億2,265万円�

支払基金交付金�
3億2,232万円�

支払基金交付金�
8,450万円�

国庫支出金�
6,136万円�

繰入金�
5,031万円�

サービス収入�
201万円�

繰入金�
8,628万円�

繰入金�
1,568万円�

公債費�
1,467万円�

総務費�
450万円�

使用料及び手数料�
358万円�

事業費�
1億1,824万円�

県支出金�
3,125万円�

村債�
7,600万円�

公債費�
8,773万円�

使用料及び手数料�
3,270万円�

諸支出金�
151万円�

総務費他�
49万円�

保険料�
4,905万円�

県支出金�
4,274万円�

保険給付費�
2億7,152万円�

国庫支出金�
2億1,129万円�

保険給付費�
5億1,868万円�老人保健拠出金�

1億1,909万円�

共同事業拠出金�
1億909万円�

介護納付金 4,943万円� その他 70万円�
保健事業費 743万円�

総務費 1,202万円�
予備費 1,447万円�

共同事業交付金�
1億691万円�

療養給付費交付金�
1億2,107万円�

収
益
的
経
費�

収
入�

支
出�

（千円以下切り捨て）�

国民健康保険�

8億3,095万円�
（＋19.5％）�

歳入�歳出�
老人保険�

6億3,928万円�
（△4.6％）�

歳入�歳出�
介護保険�

2億8,802万円�
（＋6.1％）�

歳入�歳出�
農業集落排水事業�

2億2,724万円�
（△33.5％）�

歳入�歳出�
介護サービス事業�

201万円�
（△14.6％）�

歳入�歳出�
簡易水道事業�

1,927万円�
（＋0.6％）�

上水道事業�

2億9,530万円�

水道事業収益�
営業収益�
営業外収益�
特別利益�

1億7,838万円�
1億1,164万円�
6,674万円�
0.1万円�

1億7,838万円�
1億4,934万円�
2,863万円�
41万円�

営業費用�
営業外費用�
その他�

水道事業費用�

資
本
的
経
費�

収
入�

支
出�

資本的収入�

内部留保資金補てん額�

補償金�

3,700万円�

3,700万円�

7,991万円�

1億1,691万円�

9,082万円�

2,608万円�

建設改良費�

企業債償還金�

資本的支出�

　４月１日から、７０歳未満の方が、入院等により医療機関に支払う医療費が高額になった場合、
「国民健康保険限度額適用認定証」(以下「認定証」という)を医療機関に提示することにより、その
支払額が次の表にある自己負担限度額にとどめられ、多額の医療費を支払う必要がなくなります。�
　また、領収書を添付しての高額療養費の支給申請も原則的に不要となります。�
　この取り扱いを受けるためには、事前に申請をして認定証の交付を受ける必要があります。�
　申請の手続きなど、詳しいことは健康福祉課国民健康保険係 (　５７－４６２３ )までお問い合
わせください。�

１．

決
め
ら
れ
た
日
時
に
出
し
ま

し
ょ
う
（
排
出
時
間
は
収
集
日

の
朝
６
時
か
ら
８
時
ま
で
）�

２．

決
め
ら
れ
た
収
集
場
所
に
出

し
ま
し
ょ
う
（
収
集
場
所
ご
と

に
出
せ
る
ゴ
ミ
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）�

３．

正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
（
混

入
ゴ
ミ
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
）�

４．

可
燃
・
不
燃
ゴ
ミ
は
必
ず
指

定
袋
で
出
し
ま
し
ょ
う�

５．

缶
類
、
ビ
ン
類
な
ど
の
資
源

ゴ
ミ
は
洗
っ
て
く
だ
さ
い�

�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
住
民
税
務
課
環
境
衛
生
係�

　
　
57
―
４
６
２
４�

特別会計�

その他 0.4万円�

国民健康保険からのお知らせ�

７０歳未満の方の入院等に係る医療費の支払いが�
一定の限度額にとどめられます�

　出産育児一時金の受取代理制度とは、医療機関等が被保険者に対して請求する

出産費用の額を限度(上限４０万円)として、世帯主に代わって医療機関等に出産

育児一時金を支払うことにより、被保険者が出産費用を支払う負担を軽減するも

のです。�

　この取り扱いを受けるためには、事前の申請が必要です。�

　詳しいことは健康福祉課国民健康保険係(　57－4623)まで。�

出産育児一時金の受取代理制度について�出産育児一時金の受取代理制度について�出産育児一時金の受取代理制度について�

※１　上位所得者：基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯�
※２　４回目以降：過去１２カ月間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額�

自己負担限度額（月額）�

３回目まで� ４回目以降�

一 般 �

上 位 所 得 者 �

住民税非課税世帯�

４４，４００円�

８３，４００円�

２４，６００円�

※2

※1

８０，１００円＋�
　（医療費－２６７，０００円）×１％�

３５，４００円�

１５０，０００円＋�
　（医療費－５００，０００円）×１％�
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収
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�

▼
問
い
合
わ
せ�
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民
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―
４
６
２
４�
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７０歳未満の方の入院等に係る医療費の支払いが�
一定の限度額にとどめられます�
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出産育児一時金の受取代理制度について�出産育児一時金の受取代理制度について�出産育児一時金の受取代理制度について�

※１　上位所得者：基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯�
※２　４回目以降：過去１２カ月間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額�

自己負担限度額（月額）�

３回目まで� ４回目以降�

一 般 �

上 位 所 得 者 �

住民税非課税世帯�

４４，４００円�

８３，４００円�

２４，６００円�

※2

※1

８０，１００円＋�
　（医療費－２６７，０００円）×１％�

３５，４００円�

１５０，０００円＋�
　（医療費－５００，０００円）×１％�
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広報たまかわ　平成19年4月�

　３月。旅立ちの季節。
　村内の各学校、幼稚園などで卒業式、卒園式
が行われ、からだも心も大きく成長したみなさ
んが、思い出の学び舎を巣立っていきました。

須釜児童館の修了式。閉館により最後の修了児となりました�

すがま幼稚園の卒園式�泉保育所の修了式�

川辺小学校の卒業式�いずみ幼稚園の卒園式�

玉川第一小学校の卒業式。お母さんへ花束を�須釜小学校の卒業式�

泉中学校の卒業式�須釜中学校の卒業式�

広報たまかわ　平成19年4月�

77

　そして４月。新しい出会いの季節。
　夢と希望を胸に、元気いっぱいのみなさんが、
新たな学び舎で、輝く未来へのスタートをきり
ました。

泉保育所の入所式�いずみ幼稚園の入園式�

玉川第一小学校の入学式�すがま幼稚園の入園式�

川辺小学校の入学式当日の旗持ち登校�須釜小学校の入学式�

須釜中学校の入学式�泉中学校の入学式�
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広報たまかわ　平成19年4月�

四
辻
分
校
の
あ
ゆ
み�

明
43
年
10
月
　
須
釜
小
学
校
四
辻

分
教
場
と
し
て
開
設�

昭
22
年
４
月
　
須
釜
村
立
須
釜
小

学
校
四
辻
分
校
と
改
称�

昭
23
年
４
月
　
６
年
制
と
な
る�

昭
28
年
３
月
　
現
校
舎
完
成�

昭
30
年
３
月
　
玉
川
村
立
須
釜
小

学
校
四
辻
分
校
と
改
称�

昭
34
・
７
月
　
運
動
場
拡
張�

昭
40
・
12
月
　
校
舎
増
築�

平
２
・
12
月
　
千
葉
県
の
一
輪
車

大
会
に
出
場
し
10
種
目
で
優
勝�

平
10
・
３
月
　
分
校
児
童
一
輪
車

交
流
で
台
湾
鹿
谷
郷
へ�

平
12
〜
平
14
　
石
川
地
区
音
楽
祭

で
金
賞
受
賞�

平
14
・
11
月
　
「
元
気
な
玉
川
村
」

が
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に�

平
16
・
３
月
　
休
校�

平
19
・
３
月
　
閉
校（
開
校
97
年
）�

　
須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
が
、
平
成
18
年
度
限
り
で
閉
校
す
る
こ
と
に

な
り
、
３
月
25
日
に
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
四
辻
分
校
で
行
わ
れ
た
式
に
は
、
村
や
学
校
の
関
係
者
、
地
域
の
方
々

や
卒
業
生
な
ど
多
く
の
方
が
出
席
し
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
残
る
分

校
と
の
別
れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。�

　
四
辻
分
校
は
、
明
治

43
年
に
須
釜
小
学
校
四

辻
分
教
場
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
多
い
時

に
は
１
０
０
人
近
い
児

童
が
在
籍
し
、こ
れ
ま

で
に
６
０
０
人
を
超
え

る
卒
業
生
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
近
年
は
少

子
化
な
ど
の
影
響
か
ら

児
童
数
が
年
々
減
少
し
、

つ
い
に
は
平
成
15
年
度

い
っ
ぱ
い
で
休
校
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
再
開
を
願

う
地
区
の
方
々
が
、
校

舎
周
辺
の
除
草
や
清
掃

な
ど
の
奉
仕
活
動
に
よ

り
、
常
に
き
れ
い
に
保
た
れ
て
き

た
分
校
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

願
い
が
か
な
わ
ず
、
こ
の
た
び
の

閉
校
と
な
り
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
車
田
村
長
、
閉
校
式

地
区
実
行
委
員
長
の
須
田
正
行
区

長
な
ど
が
あ
い
さ
つ
し
、
最
後
に
、

当
時
在
籍
し
て
い
た
石
井
友
一
君
、

大
和
田
愛
さ
ん
、
太
田
尊
正
君
が
、

分
校
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
作
文

を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
敷
地

内
に
建
立
さ
れ
た
閉
校
記
念
碑
の

除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

須
釜
小
学
校 

四
辻
分
校
が
閉
校�

さわやかな秋晴れのもと、玉川路を疾走するランナー�

別
れ
を
惜
し
ん
で

　
　
　
お
別
れ
会�

い
ず
み
幼
稚
園
で
は

　
　
　
　お

茶

会�

　
今
年
度
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
方
の
激
励

会
が
、
３
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
の
入
隊
者
は
、
陸
上
自
衛
隊
に

入
隊
す
る
菊
地
充
展
さ
ん
（
小
高
）、
野

口
直
哉
さ
ん
（
北
須
釜
）、
小
平
由
紀
夫

さ
ん
（
川
辺
）
の
３
名
と
、
防
衛
大
学
校

へ
入
校
す
る
林
仁
雄
さ
ん
（
南
須
釜
）
の
、

計
４
名
。
当
日
出
席
し
た
２
名
の
方
に
、

車
田
村
長
と
福
島
地
方
協
力
本
部
白
河
地

域
事
務
所
の
大
類
所
長
が
激
励
の
こ
と
ば

を
贈
り
、
自
衛
隊
父
兄
会
な
ど
か
ら
は
、

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

東北大会出場で優秀賞獲得�

　いずみ幼稚園で、3月13日にお茶会が開かれ、先生がたててくれたお茶を子どもた
ちが楽しみました。また、預かり保育のいずみクックちゃんクラブでも3月14日にお
別れ会が開かれ、それぞれに友達との別れを惜しみました。�

　玉川ミニバスケットボールスポ少が、先に行われた
県大会で準優勝し、東北ブロックスポーツ少年団ミニ
バスケットボール交歓大会へと出場しました。�
　3月28、29日に青森県で開催された大会には、東
北各県から男女各20チームが出場し、ブロックリー
グ戦で試合が行われました。玉川スポ少は、ここでも
健闘し、優秀賞を獲得しました。�

玉川ミニバスケットボールスポ少�

『もりっこ広場』開催�
　3月20日に、保健センターでもりっこ広場が開催
されました。もりっこ広場は、地域の子育て支援を行
なっているおひさまファミリーサポートについて、そ
の活動内容を理解してもらうために開催されているも
ので、今回が3回目の開催。�
　当日は、ベビーマッサージ教室とダンス体操講習が
行われ、参加者は交流を深めながら楽しいひと時を過
ごしました。�

４
人
の
入
隊
者
を
激
励�

玉
川
村
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会�

敷地内に建立された閉校記念碑� 当時の卒業生が刻んだ分校への思い�

閉校式に出席した多くの方々� 作文を発表する（左から）大和田さん、石井君、太田君�

お茶を楽しむいずみ幼稚園の子どもたち�

多くの方が出席して行われた激励会�

ダンス体操を楽しむ参加者�

いずみクックちゃんクラブのお別れ会�

東北大会出場を前に車田村長から激励を受ける玉川スポ少のみなさん�
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健闘し、優秀賞を獲得しました。�

玉川ミニバスケットボールスポ少�

『もりっこ広場』開催�
　3月20日に、保健センターでもりっこ広場が開催
されました。もりっこ広場は、地域の子育て支援を行
なっているおひさまファミリーサポートについて、そ
の活動内容を理解してもらうために開催されているも
ので、今回が3回目の開催。�
　当日は、ベビーマッサージ教室とダンス体操講習が
行われ、参加者は交流を深めながら楽しいひと時を過
ごしました。�

４
人
の
入
隊
者
を
激
励�

玉
川
村
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会�

敷地内に建立された閉校記念碑� 当時の卒業生が刻んだ分校への思い�

閉校式に出席した多くの方々� 作文を発表する（左から）大和田さん、石井君、太田君�

お茶を楽しむいずみ幼稚園の子どもたち�

多くの方が出席して行われた激励会�

ダンス体操を楽しむ参加者�

いずみクックちゃんクラブのお別れ会�

東北大会出場を前に車田村長から激励を受ける玉川スポ少のみなさん�
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益
金
を
社
会
福
祉

協

議

会

へ

�

▼
高
齢
期
の
遺
族
配
偶
者
に
対
す
る
遺
族

厚
生
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
併
給�

　
夫
に
先
立
た
れ
た
65
歳
以
上
の
妻
に

対
す
る
年
金
給
付
に
つ
い
て
、
妻
自
身
が

納
め
た
保
険
料
を
で
き
る
だ
け
年
金
給
付

額
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
妻
自
身
の
老
齢

厚
生
年
金
は
全
額
支
給
し
、
改
正
前
の
支

給
額
と
の
差
額
を
遺
族
厚
生
年
金
と
し
て

支
給
す
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。�

▼
若
齢
期
の
妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金

の
見
直
し�

　
18
歳
未
満
の
子
の
な
い
30
歳
未
満
の

妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
、

若
年
層
の
雇
用
条
件
の
格
差
の
縮
小
を
踏

ま
え
、５
年
間
の
有
期
給
付
と
な
り
ま
し
た
。�

����

▼
開
催
日
時�

　
５
月
26
日
（
土
）　
９
時
〜
12
時�

▼
開
催
場
所�

　
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
す
か
が
わ
岩
瀬�

　『
は
た
け
ん
ぼ
』�

▼
催
　
し�

　
◇
子
育
て
相
談
　
◇
パ
ネ
ル
展
示�

　
◇
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

75
―

７
８
０
９�

空港とこぶしの里を結ぶ�

空
港
テ
ナ
ン
ト
連
絡
協
議
会�

　福島空港とこぶしの里とを結ぶ、シャトルタクシー
サービスがスタートし、４月１日に福島空港で出発式
が行われました。�
　このサービスは、空港での発着時間までの空き時間
を利用して、こぶしの里で買い物をしていただこうと
始められたもので、空港とこぶしの里間を、５００円
で往復できます。問い合わせは、�
役場企画産業課　　５７-４６２９まで。�

シャトルタクシーサービスがスタート�

　
福
島
空
港
テ
ナ
ン
ト
連
絡
協
議
会
で
は
、

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
３
回
に
わ
た

っ
て
福
島
空
港
で
行
わ
れ
た
冬
の
感
謝
祭

の
益
金
の
一
部
を
、
玉
川
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。�

　
３
月
26
日
に
、
同
連
絡
協
議
会
を
代

表
し
て
遠
藤
一
会
長
が
役
場
を
訪
れ
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
車
田
村
長

に
、
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
車
田
村

長
は
、「
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
の
べ
ま
し
た
。�

�

日
ご
ろ
の
感
謝
を
こ
め
て�

玉
川
少
年
剣
友
会
が
清
掃
活
動�

　
玉
川
少
年
剣
友
会
の
皆
さ
ん
が
、
３
月

25
日
に
、
日
ご
ろ
稽
古
で
使
用
し
て
い

る
村
民
体
育
館
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。�

　
当
日
は
、
会
員
や
保
護
者
、
指
導
者
な

ど
25
名
が
参
加
し
、
床
の
清
掃
や
ワ
ッ

ク
ス
が
け
、
破
損
箇
所
の
修
繕
な
ど
を
一

生
懸
命
行
い
ま
し
た
。�

　
清
掃
終
了
後
に
は
６
年
生
を
送
る
会
が

開
か
れ
、
休
ま
ず
稽
古
に
励
ん
だ
生
徒
に
、

皆
勤
賞
と
し
て
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

4
月
か
ら
遺
族
厚
生
年
金
が�

見
直
し
さ
れ
ま
し
た�

子
育
て
応
援
ふ
れ
あ
い
広
場
開
催�

車田村長に寄付金を手渡す遠藤会長（右）�

床のぞうきんがけを行う会員のみなさん�

ウルトラマンも参加して行われた出発式のテープカット�
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議長に就任した�
矢部  玄信氏�

  

議
長
に
矢
部
氏�

�

　
玉
川
村
議
会
議
長
に
矢
部
玄
信

氏（
川
辺
）が
、
３
月
９
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。�

�������  

教
　
職
　
員�

�

転
　
入
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
任
校�

【
玉
川
第
一
小
学
校
】�

▽
根
本
香
子
講
師�

▽
円
谷
春
美
講
師�

【
川
辺
小
学
校
】�

▽
園
部
好
美
養
護
教
諭
（
新
任
）�

【
須
釜
小
学
校
】�

▽
川
崎
真
裕
校
長�

　
　
　
　
　
（
古
殿
町
立
田
口
小
）�

▽
矢
部
隆
広
講
師�

【
泉
中
学
校
】�

▽
近
藤
仁
一
教
諭�

　
　
　
　
（
鏡
石
町
立
鏡
石
中
）�

▽
小
室
明
也
講
師�

▽
佐
藤
弘
恵
講
師�

【
須
釜
中
学
校
】�

▽
円
谷
早
苗
教
諭�

　
　
（
福
島
市
立
福
島
第
三
中
）�

▽
阿
部
寿
賢
教
諭�

　
　
　
　
（
浅
川
町
立
浅
川
中
）�

▽
佐
藤
球
一
講
師�

�

転
　
出
　
　
　
（
　
）
内
は
新
任
校�

【
玉
川
第
一
小
学
校
】�

▽
田
名
部
恵
美
子
講
師�

▽
小
貫
勝
美
講
師�

【
川
辺
小
学
校
】�

▽
藤
沼
由
香
教
諭�

　
　
　
　
（
郡
山
市
立
赤
木
小
）�

▽
寺
島
親
子
養
護
教
諭�

　
　
（
須
賀
川
市
立
西
袋
二
小
）�

▽
矢
吹
仁
子
講
師�

【
須
釜
小
学
校
】�

▽
岩
部
一
道
校
長�

　
　
　
　
（
郡
山
市
立
大
田
小
）�

▽
佐
藤
史
弘
教
諭�

　
　
　
　
（
天
栄
村
立
牧
本
小
）�

▽
横
田
裕
美
講
師�

【
泉
中
学
校
】�

▽
仁
平
光
俊
教
諭�

　
　
　
　
（
石
川
町
立
沢
田
中
）�

▽
山
口
京
子
教
諭�

　
　
　
　
（
古
殿
町
立
古
殿
中
）�

【
須
釜
中
学
校
】�

▽
中
村
清
文
教
諭�

　
　
　
　
（
浅
川
町
立
浅
川
中
）�

▽
我
妻
春
美
教
諭�

　
　
　
　
（
平
田
村
立
蓬
田
中
）�

▽
大
原
進
吉
講
師�

▽
菊
田
由
香
講
師�

�  

村
　
職
　
員�

�

　
　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属
・
職
名�

【
総
務
課
】�

▽
消
防
交
通
係
長
（
企
画
産
業
課

主
査
）
　
　
　
　
　
　
小
針
武
彦�

▽
主
事
（
住
民
税
務
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
子
広
行�

【
企
画
産
業
課
】�

▽
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
）
　
鈴
木
一
夫�

▽
主
事
（
地
域
整
備
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
崎
智
之�

▽
主
事
（
地
域
整
備
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
山
直
裕�

【
住
民
税
務
課
】�

▽
課
長
兼
須
釜
支
所
長
（
教
育
委

員
会
教
育
課
長
）
　
　
真
弓
好
司�

▽
主
任
主
査
兼
固
定
資
産
係
長
・

滞
納
対
策
担
当
（
健
康
福
祉
課
国

民
健
康
保
険
係
長
）
　
須
釜
信
一�

▽
主
事
（
総
務
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
竜
弥�

▽
須
釜
支
所
主
事
（
健
康
福
祉
課

主
事
）
　
　
　
　
　
　
浅
川
栄
治�

【
健
康
福
祉
課
】�

▽
課
長
（
住
民
税
務
課
長
兼
須
釜

支
所
長
）
　
　
　
　
　
榊
枝
徳
夫�

▽
主
任
主
査
兼
国
民
健
康
保
険
係

長
（
住
民
税
務
課
主
任
主
査
兼
固

定
資
産
係
長
）
　
　
　
　
小
針
弘�

▽
主
事
（
須
釜
支
所
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
貴
浩�

【
地
域
整
備
課
】�

▽
課
長
（
主
幹
兼
都
市
計
画
係
長

兼
管
理
係
長
）
　
　
　
塩
沢
邦
章�

▽
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
兼
都
市

計
画
係
長
（
主
任
主
査
兼
建
設
係

長
）
　
　
　
　
　
　
　
石
井
雅
夫�

▽
課
長
補
佐
兼
農
林
土
木
係
長
（
主

任
主
査
兼
農
林
土
木
係
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
沢
理
博�

▽
主
任
主
査
兼
管
理
係
長
（
総
務

課
主
任
主
査
兼
消
防
交
通
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
井
浩
一�

▽
主
査
（
企
画
産
業
課
主
査
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
針
達
夫�

▽
主
査
・
登
記
担
当
（
主
査
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
越
健
一�

▽
主
事
（
企
画
産
業
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
幸
春�

【
会
計
室
】�

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
（
政

策
主
幹
兼
室
長
補
佐
兼
出
納
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
添
田
チ
ヨ
子�

【
議
会
事
務
局
】�

▽
事
務
局
長
（
健
康
福
祉
課
長
兼

須
釜
児
童
館
長
）
　
　
　
鈴
木
孝�

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】�

▽
教
育
課
長
（
政
策
主
幹
兼
公
民

館
長
）
　
　
　
　
　
　
草
野
正
博�

【
公
民
館
】�

▽
教
育
課
主
幹
兼
公
民
館
長
（
住

民
税
務
課
主
幹
兼
税
対
策
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
喜
久
夫�

【
泉
保
育
所
】�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
（
須

釜
児
童
館
主
任
主
査
兼
主
任
保
育

士
兼
す
が
ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
美
紀
子�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
（
い

ず
み
幼
稚
園
主
任
主
査
兼
主
任
教

諭
）
　
　
　
　
　
　
鈴
木
枝
美
子�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
（
す

が
ま
幼
稚
園
主
任
主
査
兼
主
任
教

諭
兼
須
釜
児
童
館
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
内
恵
子�

【
い
ず
み
幼
稚
園
】�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
（
泉
保

育
所
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
谷
智
子�

【
す
が
ま
幼
稚
園
】�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
（
泉
保

育
所
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
石
森
ミ
ナ
子�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
（
主
任

教
諭
兼
須
釜
児
童
館
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
千
佳�

▽
主
任
教
諭
（
泉
保
育
所
主
任
保

育
士
）
　
　
　
　
　
　
岩
谷
幸
子�

【
退
職
】�

▽
石
森
春
男�

（
３
月
15
日
付
・
企
画
産
業
課
長
）�

▽
熊
田
富
一�

（
３
月
31
日
付
・
地
域
整
備
課
長
）�
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配
偶
者
に
対
す
る
遺
族

厚
生
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
併
給�

　
夫
に
先
立
た
れ
た
65
歳
以
上
の
妻
に

対
す
る
年
金
給
付
に
つ
い
て
、
妻
自
身
が

納
め
た
保
険
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を
で
き
る
だ
け
年
金
給
付

額
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
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自
身
の
老
齢

厚
生
年
金
は
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支
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し
、
改
正
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と
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額
を
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厚
生
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金
と
し
て

支
給
す
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。�

▼
若
齢
期
の
妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金

の
見
直
し�

　
18
歳
未
満
の
子
の
な
い
30
歳
未
満
の

妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
、

若
年
層
の
雇
用
条
件
の
格
差
の
縮
小
を
踏

ま
え
、５
年
間
の
有
期
給
付
と
な
り
ま
し
た
。�

����

▼
開
催
日
時�

　
５
月
26
日
（
土
）　
９
時
〜
12
時�

▼
開
催
場
所�

　
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
す
か
が
わ
岩
瀬�

　『
は
た
け
ん
ぼ
』�

▼
催
　
し�

　
◇
子
育
て
相
談
　
◇
パ
ネ
ル
展
示�

　
◇
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

75
―

７
８
０
９�

空港とこぶしの里を結ぶ�

空
港
テ
ナ
ン
ト
連
絡
協
議
会�

　福島空港とこぶしの里とを結ぶ、シャトルタクシー
サービスがスタートし、４月１日に福島空港で出発式
が行われました。�
　このサービスは、空港での発着時間までの空き時間
を利用して、こぶしの里で買い物をしていただこうと
始められたもので、空港とこぶしの里間を、５００円
で往復できます。問い合わせは、�
役場企画産業課　　５７-４６２９まで。�

シャトルタクシーサービスがスタート�

　
福
島
空
港
テ
ナ
ン
ト
連
絡
協
議
会
で
は
、

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
３
回
に
わ
た

っ
て
福
島
空
港
で
行
わ
れ
た
冬
の
感
謝
祭

の
益
金
の
一
部
を
、
玉
川
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。�

　
３
月
26
日
に
、
同
連
絡
協
議
会
を
代

表
し
て
遠
藤
一
会
長
が
役
場
を
訪
れ
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
車
田
村
長

に
、
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
車
田
村

長
は
、「
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
の
べ
ま
し
た
。�

�

日
ご
ろ
の
感
謝
を
こ
め
て�

玉
川
少
年
剣
友
会
が
清
掃
活
動�

　
玉
川
少
年
剣
友
会
の
皆
さ
ん
が
、
３
月

25
日
に
、
日
ご
ろ
稽
古
で
使
用
し
て
い

る
村
民
体
育
館
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。�

　
当
日
は
、
会
員
や
保
護
者
、
指
導
者
な

ど
25
名
が
参
加
し
、
床
の
清
掃
や
ワ
ッ

ク
ス
が
け
、
破
損
箇
所
の
修
繕
な
ど
を
一

生
懸
命
行
い
ま
し
た
。�

　
清
掃
終
了
後
に
は
６
年
生
を
送
る
会
が

開
か
れ
、
休
ま
ず
稽
古
に
励
ん
だ
生
徒
に
、

皆
勤
賞
と
し
て
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

4
月
か
ら
遺
族
厚
生
年
金
が�

見
直
し
さ
れ
ま
し
た�

子
育
て
応
援
ふ
れ
あ
い
広
場
開
催�

車田村長に寄付金を手渡す遠藤会長（右）�

床のぞうきんがけを行う会員のみなさん�

ウルトラマンも参加して行われた出発式のテープカット�
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議長に就任した�
矢部  玄信氏�

  
議
長
に
矢
部
氏�

�
　
玉
川
村
議
会
議
長
に
矢
部
玄
信

氏（
川
辺
）が
、
３
月
９
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。�

�������  

教
　
職
　
員�

�

転
　
入
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
任
校�

【
玉
川
第
一
小
学
校
】�

▽
根
本
香
子
講
師�

▽
円
谷
春
美
講
師�

【
川
辺
小
学
校
】�

▽
園
部
好
美
養
護
教
諭
（
新
任
）�

【
須
釜
小
学
校
】�

▽
川
崎
真
裕
校
長�

　
　
　
　
　
（
古
殿
町
立
田
口
小
）�

▽
矢
部
隆
広
講
師�

【
泉
中
学
校
】�

▽
近
藤
仁
一
教
諭�

　
　
　
　
（
鏡
石
町
立
鏡
石
中
）�

▽
小
室
明
也
講
師�

▽
佐
藤
弘
恵
講
師�

【
須
釜
中
学
校
】�

▽
円
谷
早
苗
教
諭�

　
　
（
福
島
市
立
福
島
第
三
中
）�

▽
阿
部
寿
賢
教
諭�

　
　
　
　
（
浅
川
町
立
浅
川
中
）�

▽
佐
藤
球
一
講
師�

�

転
　
出
　
　
　
（
　
）
内
は
新
任
校�

【
玉
川
第
一
小
学
校
】�

▽
田
名
部
恵
美
子
講
師�

▽
小
貫
勝
美
講
師�

【
川
辺
小
学
校
】�

▽
藤
沼
由
香
教
諭�

　
　
　
　
（
郡
山
市
立
赤
木
小
）�

▽
寺
島
親
子
養
護
教
諭�

　
　
（
須
賀
川
市
立
西
袋
二
小
）�

▽
矢
吹
仁
子
講
師�

【
須
釜
小
学
校
】�

▽
岩
部
一
道
校
長�

　
　
　
　
（
郡
山
市
立
大
田
小
）�

▽
佐
藤
史
弘
教
諭�

　
　
　
　
（
天
栄
村
立
牧
本
小
）�

▽
横
田
裕
美
講
師�

【
泉
中
学
校
】�

▽
仁
平
光
俊
教
諭�

　
　
　
　
（
石
川
町
立
沢
田
中
）�

▽
山
口
京
子
教
諭�

　
　
　
　
（
古
殿
町
立
古
殿
中
）�

【
須
釜
中
学
校
】�

▽
中
村
清
文
教
諭�

　
　
　
　
（
浅
川
町
立
浅
川
中
）�

▽
我
妻
春
美
教
諭�

　
　
　
　
（
平
田
村
立
蓬
田
中
）�

▽
大
原
進
吉
講
師�

▽
菊
田
由
香
講
師�

�  

村
　
職
　
員�

�

　
　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属
・
職
名�

【
総
務
課
】�

▽
消
防
交
通
係
長
（
企
画
産
業
課

主
査
）
　
　
　
　
　
　
小
針
武
彦�

▽
主
事
（
住
民
税
務
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
子
広
行�

【
企
画
産
業
課
】�

▽
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
）
　
鈴
木
一
夫�

▽
主
事
（
地
域
整
備
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
崎
智
之�

▽
主
事
（
地
域
整
備
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
山
直
裕�

【
住
民
税
務
課
】�

▽
課
長
兼
須
釜
支
所
長
（
教
育
委

員
会
教
育
課
長
）
　
　
真
弓
好
司�

▽
主
任
主
査
兼
固
定
資
産
係
長
・

滞
納
対
策
担
当
（
健
康
福
祉
課
国

民
健
康
保
険
係
長
）
　
須
釜
信
一�

▽
主
事
（
総
務
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
竜
弥�

▽
須
釜
支
所
主
事
（
健
康
福
祉
課

主
事
）
　
　
　
　
　
　
浅
川
栄
治�

【
健
康
福
祉
課
】�

▽
課
長
（
住
民
税
務
課
長
兼
須
釜

支
所
長
）
　
　
　
　
　
榊
枝
徳
夫�

▽
主
任
主
査
兼
国
民
健
康
保
険
係

長
（
住
民
税
務
課
主
任
主
査
兼
固

定
資
産
係
長
）
　
　
　
　
小
針
弘�

▽
主
事
（
須
釜
支
所
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
貴
浩�

【
地
域
整
備
課
】�

▽
課
長
（
主
幹
兼
都
市
計
画
係
長

兼
管
理
係
長
）
　
　
　
塩
沢
邦
章�

▽
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
兼
都
市

計
画
係
長
（
主
任
主
査
兼
建
設
係

長
）
　
　
　
　
　
　
　
石
井
雅
夫�

▽
課
長
補
佐
兼
農
林
土
木
係
長
（
主

任
主
査
兼
農
林
土
木
係
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
沢
理
博�

▽
主
任
主
査
兼
管
理
係
長
（
総
務

課
主
任
主
査
兼
消
防
交
通
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
井
浩
一�

▽
主
査
（
企
画
産
業
課
主
査
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
針
達
夫�

▽
主
査
・
登
記
担
当
（
主
査
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
越
健
一�

▽
主
事
（
企
画
産
業
課
主
事
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
幸
春�

【
会
計
室
】�

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
（
政

策
主
幹
兼
室
長
補
佐
兼
出
納
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
添
田
チ
ヨ
子�

【
議
会
事
務
局
】�

▽
事
務
局
長
（
健
康
福
祉
課
長
兼

須
釜
児
童
館
長
）
　
　
　
鈴
木
孝�

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】�

▽
教
育
課
長
（
政
策
主
幹
兼
公
民

館
長
）
　
　
　
　
　
　
草
野
正
博�

【
公
民
館
】�

▽
教
育
課
主
幹
兼
公
民
館
長
（
住

民
税
務
課
主
幹
兼
税
対
策
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
喜
久
夫�

【
泉
保
育
所
】�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
（
須

釜
児
童
館
主
任
主
査
兼
主
任
保
育

士
兼
す
が
ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
美
紀
子�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
（
い

ず
み
幼
稚
園
主
任
主
査
兼
主
任
教

諭
）
　
　
　
　
　
　
鈴
木
枝
美
子�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
（
す

が
ま
幼
稚
園
主
任
主
査
兼
主
任
教

諭
兼
須
釜
児
童
館
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
内
恵
子�

【
い
ず
み
幼
稚
園
】�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
（
泉
保

育
所
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
谷
智
子�

【
す
が
ま
幼
稚
園
】�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
（
泉
保

育
所
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
石
森
ミ
ナ
子�

▽
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
（
主
任

教
諭
兼
須
釜
児
童
館
主
任
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
千
佳�

▽
主
任
教
諭
（
泉
保
育
所
主
任
保

育
士
）
　
　
　
　
　
　
岩
谷
幸
子�

【
退
職
】�

▽
石
森
春
男�

（
３
月
15
日
付
・
企
画
産
業
課
長
）�

▽
熊
田
富
一�

（
３
月
31
日
付
・
地
域
整
備
課
長
）�
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基本チェックリスト�

No.

1�

2�

3�

4�

5

毎日15分以上続けて歩いていない�

この1年間に転んだことがある�

転倒に対する不安が大きい�

階段をのぼる時、手すりや壁をつた�
わらないとのぼれない�

イスに座った状態から立ち上がる�
時、何かにつかまらないと立てない�

質　問　事　項� 該当�

健康注意報�

～  女性の排尿の悩み  ～�～  女性の排尿の悩み  ～�テーマテーマ�テーマ�

　
現
在
、
各
地
区
の
保
健
協
力
員
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
を
対
象
に
、
『
生
活
機
能
評
価
調
査
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
調
査
を
・
・
」
と
思
わ
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ

れ
た
『
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
と
い
う

も
の
で
、
介
護
予
防
を
実
践
す
る
た
め
の

大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
こ
の
調
査
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
『
介
護

予
防
事
業
』
へ
の
参
加
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。�

　
国
の
基
準
を
一
部
示
し
ま
す
と
・
・�

　
上
記
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
５
項

目
の
う
ち
、
３
項
目
以
上
に
該
当
し
ま
す

と
、
筋
力
向
上
を
目
指
し
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
『
転
倒
骨
折
予
防

教
室
』
へ
の
参
加
を
す
す
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
『
口
腔
・
栄
養
教

室
』
『
閉
じ
こ
も
り
予
防
教
室
』
な
ど
へ

の
参
加
も
該
当
者
に
は
す
す
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。�

�

　
介
護
の
予
防
も
、
病
気
の
予
防
も
《
転

ば
ぬ
先
の
杖
》
が
大
切
で
す
。
生
き
い
き

と
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
生
活
の
工
夫
や
努
力
が
必
要
に

な
り
ま
す
。�

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
何
事

に
も
前
向
き
に
明
る
く
取
り
組
み
、
生
き

い
き
高
齢
者
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。�

�

トイレが近いと感じたときは受診を�
　女性は、排尿について悩んでいても「気のせい」
とか「泌尿器科は行きにくい」といった理由でその
ままにしていることもあるようです。排尿の悩みで
多いのが、「トイレが近い＝排尿回数が多い(頻尿)」
というものです。水分の取りすぎが原因の場合もあ
るのですが、「過活動膀胱」による頻尿のケースも
あります。この場合は、専門医による治療で症状が
改善されるので、心当たりのある人は受診してみま
しょう。�
�
１日に８回以上トイレに行くのは頻尿です�
　一般的に、１日の排尿回数が８回以上で「頻尿」、
夜間に排尿のために１回でもおきることがあり、本
人が困っている場合は「夜間頻尿」とされます。�
�
頻尿がある場合には過活動膀胱が疑われる�
　頻尿の原因として代表的なのが「過活動膀胱」です。
これは、加齢とともに増加する傾向にあり、男女と
もに多く見られます。過活動膀胱は、膀胱内に尿が

それほどたまっていなくても、
膀胱が収縮を始めてしまい、
急におしっこがしたくなっ
て我慢できない状態です。
尿意が突然おこるため
に、トイレが近くにな
い場合は間に合わなく
て漏れてしまうことがあ
ります。これを「切迫性尿失禁」と呼びます。�
　また、女性に多いのが「腹圧性尿失禁」です。腹
圧性尿失禁とは、せきやくしゃみなどお腹に力が入
る動作をしたときに尿漏れがおこる現象です。�
　こういった尿漏れは、精神的な苦痛だけでなく、
生活全般の質の低下を招きます。腹圧性尿失禁も切
迫性尿失禁も治療ができる病気です。
１人で悩まず、まずはかかりつけ医
に相談するか、泌尿器科を受診して
みてください。�
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総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す�

�

　
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
登
録

フ
ァ
イ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所

有
者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の

場
合
は
使
用
者
）
が
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
税
の

納
期
は
５
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。�

　
納
税
通
知
書
は
、
５
月
上
旬
に

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
等
に

よ
り
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

▼
自
動
車
税
減
免
制
度
に
つ
い
て�

　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５

月
24
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
（
申
請
先
）�

　
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税

　
部
課
税
第
二
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―

９
３
５
―

１
２
６
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
６
４�

��

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す�

�

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
、
及
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し

て
お
り
ま
す
。�

　
請
求
期
限
は
、
２
年
間
延
長
さ

れ
、
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室�

　
　
03
―

５
２
５
３
―

５
１
８
２�

��

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集�

�

　
自
衛
隊
で
は
、
次
に
よ
り
幹
部

候
補
生
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
募

集
し
ま
す
。�

▼
募
集
科
目�

◇
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生�

◇
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
５
月
11
日
ま
で�

▼
第
一
次
試
験�

　
５
月
19
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２�

��

園
芸
教
室
開
催�

�

　
空
港
公
園
管
理
事
務
所
で
は
、

次
に
よ
り
園
芸
教
室
（
前
期
）
を

開
催
し
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

基
礎
知
識
な
ど
参
加
さ
れ
る
方
が

楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

▼
開
催
日
時�

　
５
月
　
20
日
、
27
日�

　
６
月
　
３
日
、
10
日
、
17
日�

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

▼
開
催
場
所�

福
島
空
港
公
園
緑
の
ス
ポ
ー
ツ

エ
リ
ア
（
21
世
紀
建
設
館
）
、

ま
た
は
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア�

▼
参
加
費
用�

　
３，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、

　
材
料
、
保
険
料
含
む
）�

▼
募
集
人
数
　
30
名�

▼
受
付
　
４
月
20
日
か
ら
受
付
開

　
始
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）�

▼
ほ
か
に
も
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
空
港
公
園
管
理
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

89
―

１
７
６
６�
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基本チェックリスト�

No.

1�

2�

3�

4�

5

毎日15分以上続けて歩いていない�

この1年間に転んだことがある�

転倒に対する不安が大きい�

階段をのぼる時、手すりや壁をつた�
わらないとのぼれない�

イスに座った状態から立ち上がる�
時、何かにつかまらないと立てない�

質　問　事　項� 該当�

健康注意報�

～  女性の排尿の悩み  ～�～  女性の排尿の悩み  ～�テーマテーマ�テーマ�

　
現
在
、
各
地
区
の
保
健
協
力
員
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
を
対
象
に
、
『
生
活
機
能
評
価
調
査
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
調
査
を
・
・
」
と
思
わ
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ

れ
た
『
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
と
い
う

も
の
で
、
介
護
予
防
を
実
践
す
る
た
め
の

大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
こ
の
調
査
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
『
介
護

予
防
事
業
』
へ
の
参
加
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。�

　
国
の
基
準
を
一
部
示
し
ま
す
と
・
・�

　
上
記
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
５
項

目
の
う
ち
、
３
項
目
以
上
に
該
当
し
ま
す

と
、
筋
力
向
上
を
目
指
し
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
『
転
倒
骨
折
予
防

教
室
』
へ
の
参
加
を
す
す
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
『
口
腔
・
栄
養
教

室
』
『
閉
じ
こ
も
り
予
防
教
室
』
な
ど
へ

の
参
加
も
該
当
者
に
は
す
す
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。�

�

　
介
護
の
予
防
も
、
病
気
の
予
防
も
《
転

ば
ぬ
先
の
杖
》
が
大
切
で
す
。
生
き
い
き

と
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
生
活
の
工
夫
や
努
力
が
必
要
に

な
り
ま
す
。�

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
何
事

に
も
前
向
き
に
明
る
く
取
り
組
み
、
生
き

い
き
高
齢
者
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。�

�

トイレが近いと感じたときは受診を�
　女性は、排尿について悩んでいても「気のせい」
とか「泌尿器科は行きにくい」といった理由でその
ままにしていることもあるようです。排尿の悩みで
多いのが、「トイレが近い＝排尿回数が多い(頻尿)」
というものです。水分の取りすぎが原因の場合もあ
るのですが、「過活動膀胱」による頻尿のケースも
あります。この場合は、専門医による治療で症状が
改善されるので、心当たりのある人は受診してみま
しょう。�
�
１日に８回以上トイレに行くのは頻尿です�
　一般的に、１日の排尿回数が８回以上で「頻尿」、
夜間に排尿のために１回でもおきることがあり、本
人が困っている場合は「夜間頻尿」とされます。�
�
頻尿がある場合には過活動膀胱が疑われる�
　頻尿の原因として代表的なのが「過活動膀胱」です。
これは、加齢とともに増加する傾向にあり、男女と
もに多く見られます。過活動膀胱は、膀胱内に尿が

それほどたまっていなくても、
膀胱が収縮を始めてしまい、
急におしっこがしたくなっ
て我慢できない状態です。
尿意が突然おこるため
に、トイレが近くにな
い場合は間に合わなく
て漏れてしまうことがあ
ります。これを「切迫性尿失禁」と呼びます。�
　また、女性に多いのが「腹圧性尿失禁」です。腹
圧性尿失禁とは、せきやくしゃみなどお腹に力が入
る動作をしたときに尿漏れがおこる現象です。�
　こういった尿漏れは、精神的な苦痛だけでなく、
生活全般の質の低下を招きます。腹圧性尿失禁も切
迫性尿失禁も治療ができる病気です。
１人で悩まず、まずはかかりつけ医
に相談するか、泌尿器科を受診して
みてください。�
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総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す�

�
　
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
登
録

フ
ァ
イ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所

有
者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の

場
合
は
使
用
者
）
が
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
税
の

納
期
は
５
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。�

　
納
税
通
知
書
は
、
５
月
上
旬
に

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
等
に

よ
り
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

▼
自
動
車
税
減
免
制
度
に
つ
い
て�

　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５

月
24
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
（
申
請
先
）�

　
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税

　
部
課
税
第
二
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―

９
３
５
―

１
２
６
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
６
４�

��

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す�

�

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
、
及
び
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し

て
お
り
ま
す
。�

　
請
求
期
限
は
、
２
年
間
延
長
さ

れ
、
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室�

　
　
03
―

５
２
５
３
―

５
１
８
２�

��

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集�

�

　
自
衛
隊
で
は
、
次
に
よ
り
幹
部

候
補
生
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
募

集
し
ま
す
。�

▼
募
集
科
目�

◇
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生�

◇
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
５
月
11
日
ま
で�

▼
第
一
次
試
験�

　
５
月
19
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部�

　
白
河
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２�

��
園
芸
教
室
開
催�

�

　
空
港
公
園
管
理
事
務
所
で
は
、

次
に
よ
り
園
芸
教
室
（
前
期
）
を

開
催
し
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

基
礎
知
識
な
ど
参
加
さ
れ
る
方
が

楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

▼
開
催
日
時�

　
５
月
　
20
日
、
27
日�

　
６
月
　
３
日
、
10
日
、
17
日�

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

▼
開
催
場
所�

福
島
空
港
公
園
緑
の
ス
ポ
ー
ツ

エ
リ
ア
（
21
世
紀
建
設
館
）
、

ま
た
は
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア�

▼
参
加
費
用�

　
３，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、

　
材
料
、
保
険
料
含
む
）�

▼
募
集
人
数
　
30
名�

▼
受
付
　
４
月
20
日
か
ら
受
付
開

　
始
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）�

▼
ほ
か
に
も
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
空
港
公
園
管
理
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―

89
―

１
７
６
６�
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今
日
も
又
仕
え
る
心
は
ぐ
く
み
て
御
堂
に
供
う
新
茶
の
香
り�

�

今
日
か
ら
も
一
日
一
善
積
み
重
ね
受
け
取
り
た
い
ね
「
百
路
の
手
形
」�

�「
命
」の
字
を
書
く
筆
先
の
耀
き
て
生
き
る
力
の
湧
き
来
る
覚
ゆ�

�

元
旦
の
画
面
に
映
ゆ
る
御
来
光
仰
ぎ
つ
合
わ
す
老
い
の
も
ろ
手
も�

�

姿
見
に
一
番
き
つ
い
顔
写
し
単
身
赴
任
の
朝
を
出
で
ゆ
く�

�

貧
乏
と
付
合
い
長
く
も
糧
と
な
る
工
夫
の
文
字
が
身
に
着
い
て
来
て�

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集�

―
― 

村
公
民
館�

�

川
崎
　
雄
子�

�

小
針
　
愛
子�

�

小
針
み
ね
子�

�

真
弓
　
は
ん�

�

吉
田
　
英
祐�

�

吉
田
ハ
ツ
子�

春

の

夢

見

し

夜

の

母

の

鯨

尺

�

余

寒

な
ほ

風

を

斜
め
に
下

校
の
子

�

児
と
婆
と
影
絵
踏
み
合
う
春
う
ら
ら�

長

崎

の

訛

り

み

や

げ

や

春

灯

し�

息

吐

き
て
針

を

か
ざ
せ
り
春

障

子

�

鍋
み
が
く
手
元
に
春
日
こ
ぼ
れ
散
り�

み
や

げ

屋
の
野

菜
に
春

を

彩

り
ぬ�

男

ら

の

干

鱈

噛

み

噛

み

髭

比

べ�

仁�

由
記�

真
知�華�

今
朝�公�

美
枝�

仁
美�

さ
る
な
し
俳
句
会
三
月
句
会
吟
詠�

寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

川 辺 �

小 高 �

　 中 　 �

　 〃 　 �

竜 崎 �

　 〃 　 �

大 槻 卓 巳 �

車 田 政 美 �

小 針 美 枝 子 �

鈴 木 吉 博 �

小 林 誠 一 �

小 林 良 行 �

様�

様�

様�

様�

様�

様�

様�福島空港テナント会�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

川 辺 �

小 高 �

　 中 　 �

　 〃 　 �

竜 崎 �

　 〃 　 �

南 須 釜 �

渡 辺 サ ノ �

車　田　宇多子�

小 針 秀 夫 �

鈴 木 新 六 �

小林要右衛門�

小 林 宏 一 �

圓 谷 義 雄 �

大槻喜美子�

悦夫�

秀夫�

新六�

良行�

誠一�

義明�

（３月届出分）�

（３月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

小 高 �

　 〃 　 �

山 小 屋 �

前　島　和香子�

水 野 愛 袈 �

石 森 真 奈 �

和之�

龍彦�

信二�

　　　わ　か　こ�

　　 まな　　　か�

　　　ま　　　 な�

４月１日現在の村のようす�
（前月比）�

1 , 9 8 2  戸 �

7 , 4 7 8  人 �

3 , 7 1 8  人 �

3 , 7 6 0  人 �

（＋ 3 戸 ）�

（－3 7 人 ）�

（－2 3 人 ）�

（－1 4 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

社会保険事務所出張相談日程表�

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。�
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�

場所�石川町勤労青少年�
ホーム会議室�

須賀川市体育館�
会議室�

開　催�
時　間�

10:00～　�
　　15:00

5月� 24日（木）� 31日（木）�

月�
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４
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た�

�

　
４
月
１
日
よ
り
、
若
い
子
育
て

世
帯
等
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
す
る
た
め
、
３
歳
未
満
の
乳
幼

児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

の
額
を
、
第
１
子
及
び
第
２
子
に

つ
い
て
倍
増
し
、
出
生
順
位
に
か

か
わ
ら
ず
一
律
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。�

　
な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
手
当

の
額
、
支
給
対
象
年
齢
及
び
所
得

制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
現
行

ど
お
り
で
す
。�

▼
３
歳
未
満
の
児
童
の
養
育
者
に

対
す
る
児
童
手
当�

【
現
　
行
】�

○
第
１
子
、
２
子
　
月
額
５
千
円�

○
第
３
子
以
降
　
　
月
額
１
万
円�

【
改
正
後
】�

○
第
１
子
、
２
子
　
月
額
１
万
円�

○
第
３
子
以
降
（
現
行
ど
お
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
１
万
円�

▼
３
歳
以
上
の
児
童
の
養
育
者
に

対
す
る
児
童
手
当（
現
行
ど
お
り
）�

○
第
１
子
、
２
子
　
月
額
５
千
円�

○
第
３
子
以
降
　
　
月
額
１
万
円�

▼
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
か

ら
特
段
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
健
康
福
祉
課�

　
　
57
―
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６
２
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５
月
１
日
〜
７
日
は�

　
　
　
　
憲
法
週
間
で
す�

「
法
を
守
る
あ
な
た
が�

　
　
　
　
　
　
法
に
守
ら
れ
る
」�

�

　
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。

こ
の
記
念
日
は
、
昭
和
22
年
５
月

３
日
の
日
本
国
憲
法
の
施
行
を
記

念
し
、
「
法
」
の
役
割
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
、
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

憲
法
週
間
と
し
て
、
各
種
行
事
を

開
催
し
ま
す
。�

▼
無
料
法
律
相
談
会
開
催�

◇
開
催
日
時�

　
５
月
８
日
（
水
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時�

◇
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ�

　
郡
山
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー�

　
（
郡
山
市
堂
前
町
25
―

23
）�

　
　
０
２
４
―

９
３
６
―

４
５
１
５�

　
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
白
河

　
支
部
構
内
　
弁
護
士
待
合
室�

　
（
白
河
市
郭
内
１
４
６
）�

　
　
０
２
４
８
―

22
―

３
３
８
１�

▼
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て�

　
福
島
県
内
の
各
裁
判
所
で
は
、

裁
判
員
制
度
を
よ
り
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
「
裁
判
員
制
度
説

明
会
」
や
「
裁
判
員
制
度
映
画
上

映
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

◇
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　

　http
://w
w
w
.saib

anin.�

　
　
　
　
　
　
　co

urts.g
o
.jp
/�

◇
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト�

　http
://w
w
w
.co
urts.g

o
.jp
/�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
地
方
裁
判
所
総
務
課�

　
　
０
２
４
―

５
３
４
―

２
１
５
６�

��

無
料
法
律
相
談
会
開
催�

�

　
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
に
よ
り
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
　
５
月
10
日
　
　
６
月
７
日�

　
　
７
月
５
日
　
　
８
月
２
日�

　
い
ず
れ
も
午
後
５
時
〜
８
時�

▼
開
催
場
所�

　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河 

２
階�

　
（
白
河
市
本
町
２
）�

▼
相
談
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹

介
し
ま
す
。�

▼
相
談
内
容�

◇
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
◇

相
続
・
遺
言
◇
多
重
債
務
◇
少

額
の
裁
判
◇
成
年
後
見
等
に
関

す
る
法
律
相
談
　
な
ど�

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ�

　
祝
祭
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日�

　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分�

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

　
　
０
２
４
８
―

23
―

１
７
８
５�

春
の
行
政
相
談
所
開
設�

�

　
春
の
行
政
相
談
所
が
次
に
よ
り

開
設
さ
れ
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

が
、
国
や
県
、
村
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
な

ど
を
受
け
付
け
、
問
題
の
解
決
を

促
進
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
開
設
日
時
・
場
所�

　
５
月
23
日
（
水
）�

　
◇
役
場
北
庁
舎
会
議
室�

　
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分�

　
◇
須
釜
公
民
館
講
義
室�

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

▼
相
談
委
員�

　
行
政
相
談
委
員
　
小
針
　
常
美�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
総
務
課�
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４
６
２
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��

子
育
て
支
援
協
議
会
設
置�

�

　
村
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、
児
童
虐
待
の

防
止
と
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
玉
川
村
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
児
童
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
例
を

発
見
し
た
ら
通
告
を
！�

▼
玉
川
村
児
童
家
庭
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（
24
時
間
対
応
）�

　
０
８
０
―

５
２
２
０
―

４
６
２
３�
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今
日
も
又
仕
え
る
心
は
ぐ
く
み
て
御
堂
に
供
う
新
茶
の
香
り�

�

今
日
か
ら
も
一
日
一
善
積
み
重
ね
受
け
取
り
た
い
ね
「
百
路
の
手
形
」�
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字
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書
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の
耀
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生
き
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力
の
湧
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来
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覚
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�

元
旦
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画
面
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映
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御
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光
仰
ぎ
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合
わ
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の
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手
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つ
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顔
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�
貧
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付
合
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長
く
も
糧
と
な
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工
夫
の
文
字
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身
に
着
い
て
来
て�

花
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短
歌
会
玉
川
支
部
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草
集�

―
― 
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雄
子�
�

小
針
　
愛
子�

�

小
針
み
ね
子�

�

真
弓
　
は
ん�

�

吉
田
　
英
祐�

�
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な
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会
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会
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寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�
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龍彦�
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1 , 9 8 2  戸 �
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社会保険事務所出張相談日程表�
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※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�
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月
３
日
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の
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法
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の
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の
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る
た
め
に
制
定
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れ
た
も
の

で
、
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月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を

憲
法
週
間
と
し
て
、
各
種
行
事
を

開
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し
ま
す
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▼
無
料
法
律
相
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会
開
催�

◇
開
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日
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５
月
８
日
（
水
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時�

◇
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ�

　
郡
山
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー�

　
（
郡
山
市
堂
前
町
25
―

23
）�

　
　
０
２
４
―

９
３
６
―

４
５
１
５�

　
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
白
河

　
支
部
構
内
　
弁
護
士
待
合
室�

　
（
白
河
市
郭
内
１
４
６
）�

　
　
０
２
４
８
―

22
―

３
３
８
１�

▼
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て�

　
福
島
県
内
の
各
裁
判
所
で
は
、

裁
判
員
制
度
を
よ
り
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
「
裁
判
員
制
度
説

明
会
」
や
「
裁
判
員
制
度
映
画
上

映
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

◇
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　

　http
://w
w
w
.saib

anin.�

　
　
　
　
　
　
　co

urts.g
o
.jp
/�

◇
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト�

　http
://w
w
w
.co
urts.g

o
.jp
/�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
地
方
裁
判
所
総
務
課�

　
　
０
２
４
―

５
３
４
―

２
１
５
６�

��

無
料
法
律
相
談
会
開
催�

�

　
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
に
よ
り
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
　
５
月
10
日
　
　
６
月
７
日�

　
　
７
月
５
日
　
　
８
月
２
日�

　
い
ず
れ
も
午
後
５
時
〜
８
時�

▼
開
催
場
所�

　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河 

２
階�

　
（
白
河
市
本
町
２
）�

▼
相
談
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹

介
し
ま
す
。�

▼
相
談
内
容�

◇
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
◇

相
続
・
遺
言
◇
多
重
債
務
◇
少

額
の
裁
判
◇
成
年
後
見
等
に
関

す
る
法
律
相
談
　
な
ど�

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ�

　
祝
祭
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日�

　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分�

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

　
　
０
２
４
８
―

23
―

１
７
８
５�

春
の
行
政
相
談
所
開
設�

�

　
春
の
行
政
相
談
所
が
次
に
よ
り

開
設
さ
れ
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

が
、
国
や
県
、
村
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
な

ど
を
受
け
付
け
、
問
題
の
解
決
を

促
進
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
開
設
日
時
・
場
所�

　
５
月
23
日
（
水
）�

　
◇
役
場
北
庁
舎
会
議
室�

　
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分�

　
◇
須
釜
公
民
館
講
義
室�

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

▼
相
談
委
員�

　
行
政
相
談
委
員
　
小
針
　
常
美�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
総
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
１�

��

子
育
て
支
援
協
議
会
設
置�

�

　
村
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、
児
童
虐
待
の

防
止
と
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
玉
川
村
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
児
童
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
例
を

発
見
し
た
ら
通
告
を
！�

▼
玉
川
村
児
童
家
庭
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（
24
時
間
対
応
）�

　
０
８
０
―

５
２
２
０
―

４
６
２
３�



広報紙に掲載された写真が欲しい方は�
　　総務課広報広聴係（57－4621）まで�

この広報紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使っています。
FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。
森林保全を支援することによって地球温暖化の原因であるCO2削減にも役立ちます。

納税：固定資産税�
納税：軽自動車税�

　
南
須
釜
の
東
福
寺
で
４
月
３
日
、

春
の
薬
師
尊
大
祭
が
行
わ
れ
、
伝

統
の
念
仏
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
ふ

る
中
で
の
実
施
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を

身
に
ま
と
っ
た
少
女
ら
が
、
華
麗

に
伝
統
の
舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
会
場
と
な
っ
た
東
福
寺
の
境
内

に
は
、
地
域
の
方
な
ど
が
大
勢
詰

め
か
け
、
本
格
的
な
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
舞
い
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

7

14

21

28

�
�
�
�
�
�
（休医）富永医院�

（浅川町）�

ナイター開放�
　　　(18:30村グ)

憲法記念日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

みどりの日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

施設愛護活動�
　　　(6:00村グ)�
木球教室�
(13:00総合運動公園)�
(元)スポーツサロン�
　　　(13:00文体)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

�

木球教室�
(13:00総合運動公園)�
(元)スポーツサロン�

(13:00文体)�
子ども教室�

(13:00文体)

(元)高柴山・東堂山�
満福寺ウォーキング�

(8：00)�
�
�
�
(休医)添田医院�

(石川町)

６～７カ月児相談会�
　　　(10:00保セ)�
１歳児健康相談会�
　　　(13:00保セ)�
(元)健康たいそう教室�
　　(13:00プール)

(元)健康たいそう教室(3B)�
(9:30文体)

小学校運動会�
読み聞かせ会�

(10:00文庫)�
生き生き女性セミナー�
(13:30クラブ)

(元)健康たいそう教室�
(13:00プール)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
　　　(9:30文体)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)

(元)ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球�
(9:30文体)�

球技大会練習開放�
(19:00村グ・文体)

陶芸教室�
　　 (19:00就改)

すくすくクラブ�
　　 (10:00保セ)�
ＢＣＧ接種�
　　　(12:45保セ)�
ナイター開放�
　　　(18:30村グ)

こどもの日�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�
　　　　　(平田村)

３～４カ月児健診�
　(13:30公立病院)�
陶芸教室�
　　 (19:00就改)�
ワーキンググループ�
　 (19:00クラブ)

��

ナイター開放�
　　　(18:30村グ)�
チャレンジ教室�
　 (19:00クラブ)

なつ椿学級�
(9:30須公)�

こぶし学級�
(13:30就改)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

ナイター開放�
(18:30村グ)�

球技大会練習開放�
(19:00村グ・文体)

�

球技大会練習開放�
(19:00村グ・文体)

球技大会練習開放�
(19:00村グ・文体)

○（休医）・休日当番医�
○（元）・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

�
�
�
�
�
�
(休医)やまもと内科�
クリニック(石川町)

16
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